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記

事

棒状コアで採取される。全体に硬質であ
る。
深度181.8m付近と182m付近が部分的に片
状である。
岩石の組織は不明瞭である。全体に緑色
あるいは紫灰色の色調を帯びる。
白色の方解石の網目状の細脈が見られる。
20°の比較的明瞭な亀裂が見られる。

II

全体に棒状コアで採取され硬質であるが、
割れ目で片状に分離している部分が見ら
れる。
方解石の網目状の細脈が見られる。

III

棒状コアで採取され硬質。不規則な形状
の割れ目で分離する。
方解石の細脈が見られる。

II

全体として棒状コア外形を示すが、割れ
目が多く片状に分離する。

III

棒状コアで硬質。
不規則な形状の割れ目で分離する。密着
した割れ目や方解石の細脈が見られる。

B

II

コア外形は示すが、片状に分離する。18
8.4m付近は脆弱で砂状化し、方解石の脈
が見られる。

IV

棒状コアで硬質。縦方向に比較的幅のあ
る方解石の脈が見られる。

III

片状コア主体。

C

IV

棒状コア主体で硬質。高角度の亀裂で分
離する部分が見られる。
方解石の細脈が見られる。
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α

棒状～片状コア。

緑
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紫
灰

C IV

棒状コア主体。
不規則な割れ目で分離し片状の部分が見
られる。
方解石の細脈が見られる。

B III

礫状コア。φ3cm以下の角礫状。

緑
灰

C IV

棒状コア主体。
不規則な割れ目で片状に分離する部分が
見られる。

B III

棒状～礫状コア。
礫状部分は粘土分が流出しているものと
考えられる。

C IV

棒状コア主体。
棒状部分と棒状部分の間は礫状～粘土状
部分が流出している。

B III

礫状コア主体。棒状コアが部分的に残る。
礫状部分では粘土分が流出しているもの
と考えられる。

D V

a

粘土化しているためコアがすべて流出し
たと考えられる。

緑
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E VIII d

礫状コア主体。粘土状部分が流出してい
るものと考えられる。
200.4m付近に脆弱な棒状コアが残る。
コア表面は凹凸が見られ、砂・粘土状部
分が流出していると推定される。
角度約60°の構造が見られ脆弱化と関連
すると考えられる。
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灰

C IV

棒状コア主体で硬質。
ぜんたいとしては硬質であるが、203.0m
付近では礫状の部分が見られ、粘土分が
流出しているものと考えられる。
203.4m付近でも粘土分の流出が考えられ
る。

B II

棒状～礫状コア。
礫状部分では粘土分の流出が考えられる。

C IV

棒状コアで硬質。
204.85mまでは亀裂周辺に礫状部分を伴い
粘土分の流出の可能性がある。
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棒状コアで硬質。割れ目が密着する。
205.5m付近に角度約70°の方解石の脈が
見られる。この付近から以深で長石の斑
晶が見られるよになる。

B II

棒状～片状コア。Ⅳ

片状コア。
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棒状コアで硬質。割れ目が密着する。
マイロナイト化が認められる。
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棒状コアで硬質。割れ目が密着する。
マイロナイト化が認められる。
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